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カラアカハラの初期繁殖行動

石塚徹'･手井修三２

１.ピツキオ(ワイルドライフリサーチセンター).〒389-0194長野県北佐久郡軽井沢町星野

２.〒920-0336石川県金沢市金石本町イ28-1

カラアカハラ、ﾉﾊdｾﾉｓ加"リノbﾉY”はロシア東部から中国北東部で繁殖し，日本では春秋の渡りの

時期に,おもに日本海側を少数が通過する旅烏だが(山階1980,樋口ほか’997)，2003年６月に

石川県金沢市において,本種のさえずり,つがい形成および造巣行動を観察したので報告する．

観察された場所は,金沢市普正寺町の健民海浜公園(通称｢普正寺の森｣)である.この森は,お

もにクロマツ鋤砥伽"6eng7Xハリエンジュノ?b6ﾉhﾉiaPSeudb-没CaCﾉ汐,エノキＣｅﾉﾚな"eﾉ7姉var．

〃o"たａなどからなる海岸保安林で,渡り鳥が多く立ち寄るほか,これまでにもシマアカモズ“"/Zﾉｓ

αお〔a“んC/b"eﾉﾌ率やクロウタドリ７:ﾉ77e/YMaなど,数少ない旅烏や迷鳥が繁殖を試みた記録があ

る(石塚1990,石塚ほか1998，日本野鳥の会石川支部2002)．カラアカハラも過去に複数回,５月

上旬の標識調査の際に記録されていた(山階鳥類研究所１９９７など)．

なお,観察は2003年６月６日～26日のあいだに１３日間,いずれも早朝と夕方を中心としてｌ～４

時間,断片的に行なったものである．

報告に先立ち,観察や放棄された巣の採取･計測にご協力いただいた小森外茂雄,鈴木高，丹

羽利雄の各氏,また植物の同定に関してご協力･ご教示いただいた木村一也，古池博の各氏に感

謝申し上げる．

観察結果および考察

2003年６月６日の早朝４:１０から,樹高約20ｍのクロマツの樹冠上部でクロツグミ冗Ｃａｍ〉i9に酷

似したさえずりがはじまり,それが終了した直後の４:35,遊歩道上にカラアカハラの雌雄が現れて

採食するのが観察された.６月７日もほぼ同時刻に同様の状況が観察された．

著者'はクロツグミの生息の有無を確認する調査のため,６月７日の早朝から標識調査用のかす

み網を設置していたが,７:30～8:30のあいだにカラアカハラの雌雄が相次いで捕獲された(図ｌａ，

b)．雌雄とも大雨覆の外側５～7枚と小翼羽･初列雨覆･初列風切･次列風切のすべてが幼羽で

あったことから満1歳齢と判断した.また,雌の腹部には広く羽毛が抜けて赤味を帯びた皮膚が裸

出した抱卵斑が確認された(図ｌｃ)．捕痩された２羽の各部の計測値を表ｌに示す．

2003年１２月７日受理

キークート､｡.･石ﾗ"/県,カラアカハヌさでず〃,鍵j種

本論文のカラー写真と鳴き声をhttp://www・wbsj,org/nature/database/strix/22/ishizuka､htmlで
確認することができます．
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凶１．捕独されたカラアカハラ７１["てﾋﾉs力oﾉ"/bﾉY""．

（a)雄，（b)雌，（c)雌の抱卵斑．

Fig.１．CaptuI･edGrev-backcdThrushes九ﾉ池廠

ｈｏｍ"b/Y”；(a)male,(b)Ibmaleand(c)lbmalc・s

incubaIjonsP()t,

表１．捕獲されたカラアカハラの各部計測値と体重．

Tablcl、BodysizcandwGigh1orcapluI･edCrev-backedThrushes・

ｍａｌｃ

ＩｂｍａＩｃ

WiI1g(InII1）Tail(､､）Tnrsus(m､）Culmen(m､）WcighL(9)

１１１.Ｃ

ｌ０７.Ｃ

80.Ｃ

７６.Ｃ

3０．３

２９－４

2０．２

１８．０

6１．０

６９．０

雄は標識放烏された直後に数ﾉ好の弱いさえずりを発した.これは早朝に樹冠上部で聞かれたクロ

ツグミに酷似したさえずりと岡じものであった．

さえずりはほかの何種かのツグミ属と同様に,周波数変動帯が異なる２つのパートからなっていた

(たとえばTodtl970,DabclsLccnl981,LampG＆Espmarkl987)．冒頭にもちいられるホイッスル音

の句(syllable:常に独立した単位として登場する聴音,または必ず一つのまとまりとして登場する単

晋集団)または節(phrase:同じ句のくり返しを－つの単‘位としてまとめたもの)だけで１０種類あり,そ

の後に別のホイッスル音からなる句や節(冒頭にも使われる５種類と,それ以外の８種類がみられ

た)が続くこともあるが,最後にはほぼ必ずﾄﾘﾙ背からなる句または節がついて１個のさえずりを榊

成していた(図２)．トリル音の句は数十種類以上あると思われ,これらのホィッスルやﾄﾘﾙの組み合

わせにより,サンプルとした１００個のさえずりだけでも‘15種類のソングタイプに分けられた.図２はそ

れらのうち，異なる句ではじまる１０個のさえずりを例として示したものである．

また,６月７日に録音されたさえずりは,５月１３日に当地より約２km南西にある屋敷林(金沢市ド

安原町)でクロツグミ調査の一環として録音したさえずりと,冒頭の節の種類･頻度ともにほぼ一致し

たことから,同一個体が移動したものと思われた(図３)．この屋敷林では,少なくとも５月1311～20

1jのあいだ,姿はみえなかったが,クロマツの,1‘ｉ所で早朝から'-111ｺまで大声でさえずり続けており，
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６月に普正寺の森でみられた早朝だけの短時間のさえずり行動とは

異なっていた.こうした行動の違いは,クロツグミでは独身雄と既婚雄

のあいだで明瞭にみられ(石塚未発表)，本菰でもつがい形成に伴う

変化であった可能性が考えられる．

なお,飛測時の地鳴きは｢ヅィー｣と濁って聞こえた(図４)．これもツ

グミ頓の中ではクロツグミに蝦も酷似して聞こえるものであった。

６月６～７日にさえずりや採食のみられた場所から約200ｍ北西の遊

歩道上で,６月１４日の5:03に,長さ１０～20cmの枯れ枝や蔓植物を計

4本くわえて林内に入るカラアカハラを確認した.その後,そこから約

図‘1．カラアカハラの地

鳴きのｿﾅグﾗﾑ．
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図３．２km離れた２か所で録音されたさえずり第１節iのタイプ(Ａ～J:図２参照)の出現頻度の比較(八ElOO）

Fig.３．ThGcomparisono｢theprimarysyllablc【ypes(A-J：ｓｅｅFig.２)recordedatlwopoints;２kmdistancG

けomeachother・人.＝１００(Songs／eachrecordingpoint).Thissugges[samovementorthesamc
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図２．カラアカハラ雄のさえずり１０砿頗のソナグラム(音声解析ソフト｢CanaIy｣Ａ～Jは第１節のタイプ)．
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図６.カラアカハラの巣．

Fig.6.ThenestoftheGrey-backedThI､ush‘

図５.カラアカハラの進巣木．

Fig.5.ThenestingtI･eeoftheGrGy-backedThrush‘

１００ｍの林内で断統的なさえずりが開かれた.５:41に,巣材運搬が観察された場所から約25ｍのク

ロマツ枝ｋでの造巣行動が確認された.造巣木は,アスファルトの自転車道(幅員12.2ｍ)，末舗装

の遊歩道,公刷のプール施I没によって三方を囲まれたクロマツの林にあり,それぞれから12.5,,

24.5,,30.5ｍのⅢ.i雌にあった.il航木刑としてハリエンジュ,低木層にはエノキ(幼木)やヒョウタン

ボクＬｏﾉ北Gﾉ湖〃ﾉo/ywowZ林床にはチマキザサ鋤ｓａｐａ伽azaを主としてジャノヒゲＱｐﾉｩﾉ1q,りqgり〃

〃o"/bus,チヂミザサｑｸﾉﾘ，ﾉ刀Gﾉ】ﾋﾉsL"7血ZaIz脆加s,ヨモギルzG"7“ﾉﾜjかcGpsなど,さらに蔓植物とし

てアオツヅラフジCoccuius〃北如S,センニンソウＣ/b"7aZなＺｅﾉｿ7伽”,ヘクソカズラ猫Ｇｄｾ"Ｉ？

s“"｡b/7s,ノブドウ.‘1”c〃砿6ﾉ汐IゆGdﾋﾉ"c“【a,エビヅルｗｒなめ”ｂｅ/域などがみられた．

造巣木のクロマツは,胸間直径l7cln,樹尚11.5ｍ,巣の下端から地上まで7.6ｍであった.営巣商

は鄭ほか(1988)による２～5ｍという記述に比べてやや高いものであった.巣は枝のつけ根につくら

れており,巣が接していた粋の直径は9.5cmであった(図５)．

巣の外装は完成していたが,雌がなお巣材運搬を続けており,細い枯れ草を約20本くわえている

こともあった.雌は巣に入ると足で盛んに巣材を押し固めていた.巣材運搬の前後に雄のさえずりが

時々 聞かれた.６:28から観察を中断する７:30までに３回,雌雄で巣の近くに来たことがあり,そのう

ち１回,巣上で立っている雌の背中に雄が２秒間ほど乗る行動がみられたが,交尾には至らなかっ

た.なお,雌雄共に足環の装薪を確認した．



205

楊(1985)は,本種では抱卵は雌のみが行ない,一方で雄は巣の周辺を警戒し,さえずることもあ

ると述べている.今回観察された雌雄の行動は,造巣期にも同様の役割分担があることを示唆して

いる．

観察を再開した同日の17:30以降および６月１５日の早朝には,巣の周辺で姿や声は確認されな

かった.６月１６日に巣から約１００ｍ北東で短いさえずりが聞かれたのを最後に,カラアカハラの確実

な消息は途絶えた．

７月２日には巣が壊れかけており,７月６日に巣の計測と採取を行なったが,既に巣の上部が地

上に落下していた.巣は内径7.1×7.6cm,外径12.5×14.0ｃｍ,深さ4.2ｃｍ,地上に落ちていた上部

と樹上に残っていた下部を合わせると高さは8.0～12.5ｃｍと見込まれた(図６)．これらは概ねこれま

での記載の範鴫であった(清棲1978,山階1980,鄭ほか1988)．巣材としては,ほとんどが数種類

の蔓植物の茎であり,ほかに枯れ草,木の細い皮,およびコケ類も少々みられた.外装の主材がイ

ネ科草本でなかったこと,また土の使用が確認できなかったことは,これまでの記載とやや異なった

(清棲1978,山階1980,鄭ほか’988)．

巣内部や地上に卵や卵殻片はみられなかったが,巣内に２個の米菓類(かきもち:約３ｃｍ×約

5cm)が入っていた.このことは,カラス類CorIﾉussp.などの何らかの生物がこの巣を貯食場所に利

用したことを示唆しており,巣の放棄にそれが関与した可能′性が考えられた．

本報告は,渡りの中継地でさえずっていたカラアカハラの雄が,約２kｍ北上した前後につがい相

手を獲得し,雌の抱卵斑形成と造巣にまで至り,その後,巣が放棄されるまでの経緯である.この繁

殖試行は,渡り鳥が本来の繁殖地(出生地)に到達する前につがい形成をして繁殖活動に入ったと

いう,繁殖分布を広げる可能‘性を示唆する具体例でもある.クロツグミは0.5～4.0kｍ南西の海岸保

安林では現在も繁殖しているが,普正寺の森では,アカモズやクロツグミの繁殖が近年途絶えた.し

かし,こうした鳥種でも渡りの個体が通過する以上,再び繁殖が開始される可能‘性も考えられる.新

規繁殖鳥種の潜在的可能‘性とあわせて,渡り鳥の中継点として知られる場所の保全価値として考慮

されるべきひとつの材料になるだろう．
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BehaviorintheearlybreedingstageoftheGrey-backedThrush

ToruIshizuka1＆ShuzouTei2

1・picchio(WildliIbR“ea1℃hCenler).l･loshino,Iくaruizawa,Nagano389-Ol94

２．i28-lKanaiwa-honmachi,Kanazawn,lshikawa920-0336

Song，pairing，andnest-buildingoftheGrey-backedThrushn"てｕｓ力aru/bﾉY"刀was

observedinKanazawa，lshikawaPreibctureinJune，2003．Thisisthelirstrecordofa

breedingattemptorthisspeciesinJapan・Thestructureandrepertoireofthesongofthe

malewereanaIyzed・Ｔｈｅｎｅｓｔｂｕｉｌｔｂｙｔｈｅｆｂｍaleinapinetreewasmeasured・Thisreport

suggestsapossibilityofbreedingatrelaypointsonmigrationinbirds．

K臼yIl'Ｄｍｂ.P陸e”移紬放召I畷月誰α["汐,ｓｏ"＆Turdushortulorum


